
 

 

第18期日本語教育小委員会の審議状況について 

 

 

日本語教育の推進に向けた基本的な考え方と論点の整理について（報告）  ［平成 25 年 2 月］      
 
○ 日本語教育の推進に向けた基本的な考え方及びその論点を１１に整理。 
 

     論点１  日本語教育に関する政策のビジョンについて 
   論点２  日本語教育の効果的・効率的な推進体制について 
   論点３  日本語教育の標準や日本語能力の判定基準について 
   論点４  カリキュラム案等の活用について 
   論点５  日本語教育の資格について 
   論点６  日本語教員の養成・研修について 
   論点７  日本語教育のボランティアについて 
   論点８  日本語教育に関する調査研究の体制について 
   論点９  総合的な視点からの検討について 
   論点１０ 外国人の児童生徒等に対する日本語教育について 
   論点１１ 国外における日本語教育について 

 

 

日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）              ［平成 30 年 3 月］      

 

○ 第 16,17 期では，日本語教育人材を役割・段階に応じて整理し，活動分野ごとに求められる資質・

能力及び教育内容等を提示。 

 

今期（第 18 期）は，引き続き，残された活動分野である就労者・難民等・海外について，審議

を行うとともに，「論点５．日本語教育の資格について」も議論を行うこととしている。 

 
 

 

 

 

本年度は，３つの活動分野（就労者・難民等・海外）を検討するため，日本語教育小委員会の下に２つの 

ワーキンググループを設置し，各活動分野における課題，求められる資質・能力及び教育内容等について 

審議，検討を行ってきた。 

 

【第 18 期 日本語教育小委員会】              
 第 86 回 平成 30 年 5 月 7 日      
 第 87 回 平成 30 年 7 月 23 日 
 第 88 回 平成 30 年 9 月 6 日 
第 89 回 平成 30 年 9 月 28 日                                          

 第 90 回 平成 30 年 11 月 22 日 
 

                                   
 

                                                        

 

 

 

 

 

  本年１１月末を目途に報告案について，日本語教育関係機関・団体に広く意見募集を行い，その意見等

を踏まえ，２月の日本語教育小委員会において「日本語教育人材の養成・研修の在り方について」（二次報

告案）を取りまとめ，３月の国語分科会で二次報告を取りまとめる予定。 

今後の予定 

これまでの審議内容 

＜２つのワーキンググループ＞ 
① 就労希望者・難民等を対象とする日本語教育人材の研修に関する 

ワーキンググループ 
② 海外における日本語教育人材の研修に関するワーキンググループ 

 
第 1 回 平成 30 年 7 月 6 日 
第 2 回 平成 30 年 8 月 20 日 

国語分科会（H30.11.22） 
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